










まとめ 

 農村における育児に関するアンケート調査を 3 年間にわたり実施したが,その全貌が明

らかになった。母子相互作用研究班に参加し,調査結果にもとづき検討会をもち,それを地

域に還元してきた。その効果をみる時は,母子保健の統計上の数値には表われないが,母と

子の絆,心のふれあい,愛着行動を合いことばとして私共は推進してきた。母子保健推進員

活動目標に,従来の 3目標に加えて,昭和 57 年度より「児の心をそだてよう」が加えられた

のも成果の一つである。 

 これからは,3 年間の資料をもとに広く地域の人々に実態を知らせ,問題意識をもっても

らい,地域全体で考えるよう努力していくつもりである。 


